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ブラジル ･ミナスジェライス産

グ リーンプロポ リスの顕微鏡分析

EstherM.A.F.Bastos,VirglniaD.C.01iveira,
AdemilsonE.E.Soares

プロポリスは樹脂を分泌する植物の芽などか

らミツバチApismelliferaが集めた樹脂性の

物質である.プロポリスにはミツバチの巣に由

来する花粉やろう,微量の糖も含まれる.一方,

ミソバチが植物を訪れて樹脂を集める際,葉の

断片,腺毛,非腺毛,シュウ酸カルシウムの結

晶,分泌ディスク,あるいは花粉粒などを一緒

に持ち帰るので,こうした植物由来のもので起

源植物を特定することができる.

この研究では, ミナスジェライス州産のプロ

ポリスについて,その植物起源の顕微鏡分析に

よる特定を試みた.

材料および方法

ミナスジェライス州 (ブラジル)内の養蜂場

で 1995年 4月から1998年 4月にかけて,莱

験用巣箱から毎月採集 した96検体のプロポリ

スを供試 した.

顕 微 鏡 分 析 はWarakomska(1992)と

Barth(1998)による方法にしたがって試料の

調整を行った.プロポリスの不溶分として得ら

れた沈殿物のプレパラー トを作り,これを検鏡

した.花粉の種ごとの相対頻度はBarth(1970,

1989)およびLouveauxetal.(1970)にした

がって求めた.

ア レク リンBaccharisdracunculifoliaと

Vernonia♪Olyanthes(キク科)の分泌腺構造の

標準プレパラー トは,Jensen(1962) とJoh-

ansen(1940)の方法にしたがって作製 した.

プロポリス沈殿物中に見られる植物断片と上

記で作製 した分泌腺のプレパ ラー トの比較に

は,光学顕微鏡 と位 相差電子顕微鏡 SEM

(Robards,1978)を使用 した.

図 1 プロポリス中の植物断片 (彦出物分泌腺)

結果および考察

最 も頻繁に見 られた花粉粒 は,Baccharis,

Vernonia,Eucalyptus,Astronium,Hyptis(表

1) の各属の花粉であった. これが ミナスジェ

ライス州産のプロポリスを特徴づけている,

プロポリス残虐の顕微鏡分析では,主に表皮

断片や腺毛,非腺毛などが,アレクリンの植物

上にあるものと類似 しており, したがって, ミ

ツバチがグリーンプロポリスを作る際に,アレ

クリンの芽 (Castro,1987)にある腺毛,分泌

管,葉肉,表皮細胞などを材料として使うこと

を示している (図 2).

顕微鏡分析の結果では,供試 したプロポリス

中にほぼ 100%に近い頻度でアレクリンの断片

が含まれている (表 2) ことを考えると,アレ

クリンはミソバチにとって主な樹脂の供給源で
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あり, ミナスジェライス州のグ リーンプロポ リ

スの主原料であることは明 らかである.

光学顕微鏡 と SEM とによる比較分析を通 し

て,プロポ リス中に見 られた植物断片 とア レク

リンの芽の腺毛,非腺毛,上皮の断片は明 らか

に同 じものであることが確認できた (図 3).

まとめ

ミナス ジェライス州産のグ リーンプロポ リス

は,Astronium,Eucalyptus,Vernoniapoly-

anthes,Hyptis,Baccharisdracunculifoliaな

ど,含 まれる花粉粒の頻度分布か らその地理的

な産地特定が可能であった.

同 じような気象条件下, ミナスジェライス州

内で生産 されたグ リー ンプロポ リスは,顕微鏡

表 2 植物断片が含まれる頻度

植物種およびプロポリスの色調 乾季 雨季

アレクリンの断片 95.94 86.02

Vemonia♪Olyanlhesの断片 148 1.5

その他の植物断片 305 12.29

植物断片を含むグリーンプロポリス 60.33 49.99

植物断片を含む暗色プロポリス 39.67 50.01

分析においてア レク リンの植物断片を含んでい

ることが共通の特性であった.

ア レク リンは芽の部分に,今回プロポ リスの

植物起源を決定するために有用であった植物の

構造的なマーカー (腺毛,非腺毛,表皮断片な

ど)を もっている.

グ リー ンプロポ リスはその沈殿物にア レク リ

ンの植物断片を高頻度で含んでお り,光学顕微

鏡および SEM によって, ア レク リン起源であ

ることが確認 された.色が緑色になるものは,

ア レク リンの表皮断片,腺毛,非腺毛などが顕

微鏡分析で 90-100%の頻度で見 られ,他の樹

脂分泌植物源の ものは 1%以下であった.

(著者の住所は下記参照) (翻訳 笠原 麗美)
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